
   

    

健康と医療の再生に向けて 
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－あたらしいくらしのかたち－  

 

  地球環境を考えることは心豊かに暮らすことなのです 
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2012.03.04 第5回シンポジウム 震災後1年 



 平成23年3月11日（金）14時46分 発生 
 震源：三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度） 深さ約24㎞ M9.0  

東日本大震災 

日本観測史上最大の地震 

断層が破壊した震源域は岩手県沖から茨城県沖までの南北約
500km、東西約200kmに及ぶ 

http://ja.wikipedia.org/wiki 
↑2011.3.11, 14:46時の各地の震度 

石田研震災を考える学生PJ 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/2a/SH-60B_helicopter_flies_over_Sendai.jpg


津波浸水地域 (仙台） 





震災時の東北大学の概要 



 

◇学生・教職員全員の安否確認（３月３０日完了）  
学 生：死亡 ３名（学部学生２名、入学予定者１名） 負傷１４名  

教職員：死亡者・負傷者ともゼロ  

         ※但し親族が死亡・行方不明となった者 ７名  

◇学生の住居の被災状況 

 住居が全壊または一部損壊：５２６名（５.２％） 転居等を検討中の学生： ３３１名（３.２％）  

 外国人学生・教職員 
震災時の外国人留学生数 １,４９９名 （学部学生 132名、大学院生 1,043名、その他研究生等 324名）  

 ■震災後の動向：７９０名（自国 759名、その他 31名）の海外退避を確認  
                  ※動向捕捉率から考慮すると約１２００名が海外退避したと推定  

 ■新学期開始後の復帰状況： ９２.２％（在籍者／在籍予定者）  
                学部学生 ９７.８％（ 135／ 138）  
                大学院生 ９９.０％（1,117／1,128）  
                非正規生 ７０.９％（ 280／ 395）  
震災時の外国人教職員数 ３４８名 （常勤 169名、非常勤 179名）  

 ■震災後の動向：１４４名（４１.４％）が出国  

               内訳： 常勤 ６６名（３９.１％）、非常勤 ７８名（４３.６％）  

 ■復帰状況： ほぼ全員復帰  

               ※退職者２名（自国へ１名、日本他機関へ１名）  

学生・教職員の被災 



大学院農学研究科 
附属複合生態フィールド教育研究センター(女川町） 
建物の上に民家が・・・・・ 工学部青葉山キャンパス 

2011.03 研究室 (石田) 
（すべてが破壊され壊滅状態に・・・ 
           被害総額XX億円・・・・） 

天井からはエアコンも落下、実験机は
真二つ(石田研） 

東北大学 施設・設備被害 
 

危険判定 28棟 要注意判定 48棟  

安全判定 512棟 被害総額 約448億円 

設備被害 約352億円 

青葉山キャンパス  サイクロトロ
ン・ラジオアイソトープセンター 



復旧状況 

・被災学生への経済的支援 

・海外への情報発信 

・地域貢献 

  -大学病院 （患者受け入れ、県外への搬送、医師派遣、医療物資の提供） 
  -放射線モニタリング (学内4カ所、県内7カ所） 
  -震災廃棄物 (適正処理・リサイクル手法策定） 
  -学生ボランティア(1000人以上が登録） 
  -震災情報発信＋アーカイブ化 

 

・現在、震災復興のための144のプロジェクトを運用中 

   



世界をリードする先端科学技術 地域に根ざした社会・くらしの再生 

災害科学国際研究推進プロジェクト 

〔新設：災害科学国際研究所〕 

環境エネルギープロジェクト 

情報通信再構築プロジェクト 

地域医療再構築プロジェクト 

復興・地域再生支援研究 総合研究開発拠点形成 

東北大学 

復興アクション100 

東北大学災害復興・地域再生重点研究事業構想 
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地域産業復興支援プロジェクト 

東北マリンサイエンスプロジェクト 

復興産学連携推進プロジェクト 

プロジェクトは、自律的（自立的）運営を基本とするが、プロジェクトリーダー会議等を通じて復興推進のための連携を強く図る 

Ⓒ Tohoku University 



東北メディカル・メガバンク構想 
 

 未来型地域医療モデル体制の確立を目指して 

                                         2011年6⽉月16⽇ 

 

 

東北⼤大学 

 

 次世代型生命医療情報システム（東北メディカル・メガバンク）の構築 

 新しいタイプの複合バイオバンク 

 地域を限定した疾患コホート+垂直コホート 

 被災地域の医療復興と連動 

 医療系⾼高度専⾨門職業人養成ともリンク 

 最先端研究の復興と被災地域の雇⽤用創出への貢献 
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東日本大震災が、 
   「暮らし方」や「ものつくりの価値」を 
             あらためて問うたのである 

 
「歴史に学ぶものなら誰でもわかるように、理性が人を動かさない場合には、
実際の出来事がそれを行うのです」 ミヒャエル・エンデ 

Emile H. Ishida, Tohoku Univ. 

進歩をつづけていると信じていた文明のもろさをまざ
まざと見せつけられました。しかし、その化粧がはが
れ落ちる中で、きらきら光る素晴らしいものが隠され
ていたこともあらたに知ることができました。 



何が起ったのか？ 
 
－エネルギー(電気・ガス・ガソリン・灯油）の供給停止 
 
－インフラ(通信 公共交通機関 交通網 上下水道）の寸断 
 
－食料の生産場壊滅 
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東日本大震災が、 
      暮らし方やものつくりの価値を 
             あらためて問うたのである 

それは、 
地球環境問題に正対するとは何ぞや 
 
   心豊かに生きることとは何ぞや 
 
      テクノロジーの役割は何ぞや 
 

未曾有の震災は2030年に我々が何を考えなくてはならないかを示し、
それに解を出すことこそが我々の役割なのだと思う。 
 
「歴史に学ぶものなら誰でもわかるように、理性が人を動かさない場合には、
実際の出来事がそれを行うのです」 ミヒャエル・エンデ 

Emile H. Ishida, Tohoku Univ. 



テクノロジーがライフスタイルに責任を持たなければ
ならない、新しい時代がやってきた！ 
Technology should lead the spiritually rich and low environmental burden 
life. 

従来テクノロジーの延長では、肥大化を促進する・・・・Extension of 
the conventional technology lead the unlimited corpulence………. 

Emile H. Ishida, Tohoku Univ. 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.st-hotel.jp/blogstation/20081229.jpg&imgrefurl=http://www.st-hotel.jp/blogstation/2008/12/post_417.html&usg=__w1nDKebu-weGF-YvQ8YA64uMBRs=&h=428&w=640&sz=62&hl=ja&start=7&um=1&itbs=1&tbnid=N_-BdwRgkAgj4M:&tbnh=92&tbnw=137&prev=/images?q=%E7%99%92%E3%81%97%E3%81%AE%E9%A2%A8%E6%99%AF&um=1&hl=ja&rlz=1T4DAJP_jaJP269JP269&tbs=isch:1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://img.blogs.yahoo.co.jp/ybi/1/b3/6b/alohakumiko1/folder/1578964/img_1578964_48957245_0?1247628965&imgrefurl=http://blogs.yahoo.co.jp/alohakumiko1/48957245.html&usg=__FlijW6ocRTUBwnWkGQpivmSGbSY=&h=864&w=1152&sz=100&hl=ja&start=17&um=1&itbs=1&tbnid=TrbleLWM3bfC9M:&tbnh=113&tbnw=150&prev=/images?q=%E7%99%92%E3%81%97%E3%81%AE%E9%A2%A8%E6%99%AF&um=1&hl=ja&rlz=1T4DAJP_jaJP269JP269&tbs=isch:1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://pet-shop-yahoo.up.seesaa.net/image/2783.jpg&imgrefurl=http://blog.livedoor.jp/iyasinodoubutuen/archives/2009-01.html&usg=__vTBpnGoL9rmTds1TZcxJ5cZUw8o=&h=600&w=710&sz=53&hl=ja&start=77&um=1&itbs=1&tbnid=dpvWciIsSl7JmM:&tbnh=118&tbnw=140&prev=/images?q=%E7%99%92%E3%81%97&start=60&um=1&hl=ja&sa=N&rlz=1T4DAJP_jaJP269JP269&ndsp=20&tbs=isch:1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.yomiuri-hikari.or.jp/image/work/egao.jpg&imgrefurl=http://www.yomiuri-hikari.or.jp/&h=363&w=400&sz=45&tbnid=YRq429-LNjoxcM:&tbnh=113&tbnw=124&prev=/images?q=%E7%AC%91%E9%A1%94+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&hl=ja&usg=__5LdnbQ7IZstt4SwWgkpENKy-b90=&ei=gU_-S4fLCsrIcaXZpe4J&sa=X&oi=image_result&resnum=7&ct=image&ved=0CCQQ9QEwBg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://stat.ameba.jp/user_images/92/73/10082127218.jpg&imgrefurl=http://ameblo.jp/fuwafuwafu-chan/&usg=__9__7t9nJGLtObgszJTIqd2fxtvs=&h=533&w=800&sz=52&hl=ja&start=7&um=1&itbs=1&tbnid=KM2ZNJ_pCb4mrM:&tbnh=95&tbnw=143&prev=/images?q=%E7%AC%91%E9%A1%94&um=1&hl=ja&sa=N&rlz=1T4DAJP_jaJP269JP269&ndsp=20&tbs=isch:1


 バネは縮まないと本来の役割を果たしません。それこそが環境制約だと

思います。 

 震災をバネにして復興につなげるということは、その制約の中で如何に

心豊かな暮らしのかたちを見つけることができるのか、それを問われてい

ることだと思っています。 

 物質エネルギー文明の下ではお金が最も輝いたかもしれません、でも、

この震災を切っ掛けとして、お金よりも命が輝くあたらしい時代のあるこ

とがわかりました。その扉を何とか大きく開けたいと強く思っています。 

 

1992年日本のエネルギー消費は今の70％だった・・・・・ 

Emile H. Ishida, Tohoku Univ. 

震災をバネにして復興につなげるということ 



 

Emile H. Ishida, Tohoku Univ. 


